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新型コロナ禍による米価下落に対し政府による緊急対策を求める  

意見書 

 

 過剰米の問題が深刻化している中、新型コロナウイルス感染症拡大に

伴う外食産業の米消費量の減少等により、さらに米の大幅な過剰が生じ、

米価下落を招いています。特に２０１９年産米は過大な流通在庫が生ま

れました。 

 これにより全国的に米価が下落し、全国農業協同組合連合会岩手県本

部の２０２０年産米の概算価格も６０ｋｇ当たり前年より８００円の値

下がりとなりました。 

 本年９月１０日、全国農業協同組合連合会岩手県本部は２０２１年産

米の概算価格を発表いたしました。県の主力品種である「ひとめぼれ」

は、一等米６０ｋｇ当たり前年比２，３００円減の１万円で、２年連続の

値下がりとなり、米農家に衝撃を与えるなど、新型コロナウイルス感染

症拡大により過剰米在庫がますます深刻化しています。  

 全国農業協同組合中央会は、来年６月末の在庫は５０万トン増の２５

０万トン超になると試算しており、来年もさらに米価下落が深刻化する

ことを指摘する政党関係検討委員会もあります。 

 政府や県、市町村は主食用米の生産を抑えるために飼料用米への作付

転換と支援を拡充するなどの取組を行っておりますが、このままでは在

庫はさらに増え、今後も米価の暴落が危惧される現状において、多くの

米農家が米づくりから撤退することにもなりかねず、今後の安定的な食

料供給も守ることができなくなるおそれもあります。 

 コロナ禍による過剰在庫分は政府が責任をもって市場から隔離するべ

きであり、その責任を生産者、流通業者に押しつけることは許されませ

ん。 

コロナ禍というかつて経験したことのない危機的状況の中で、農業者

の経営と地域経済を守るため、政府の責任において、市場隔離した米を

買い入れるなど、速やかに緊急対策をとるよう求めます。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。  
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